
白山ケヤキ遺伝資源希少個体群保護林 
管轄森林管理局・署 関東森林管理局 下越森林管理署 

所在地 新潟県 五泉市 

面積 ６．５３ ｈａ 

設定年 １９９３（Ｈ５）年 ４月 

保護林の概要 
（設定目的） 

急傾斜岩角地といった特殊な立地に生育している群落で、裏日本型東
北・北海道型におけるケヤキの遺伝資源の確保において極めて貴重であ
る。このため、ケヤキが生育する群落の希少な個体群を保護するため設
定する。 

実施年度 ２００８年、２０１３年、２０１８年 

調査項目 樹木の生育状況調査、林床植生の生育状況調査等 

調査手法 森林詳細調査として、ケヤキ群落の生育地において調査プロットを２箇所
設定し、樹木の胸高直径、樹高の計測及び植生の種組成の概要を把握。 

結果概要 保護対象種であるケヤキの稚樹や実生は少ないものの、母樹となる上層
を構成する中齢から高齢のケヤキは健全に生育している。 
前回の調査結果から特に変化は無く、また、新たに設置したプロットにお
いても目立った病虫獣害の発生は確認されておらず、本保護林は健全な
状態で維持されている。 
 

モニタリング調査概要 

※モニタリング調査の詳細情報については、森林管理局にお問い合わせください。 
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希少-５８ 
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